
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,733.50 0.04% 1.18% 4.26% ▲4.04%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,740.45 0.25% 9.70% 1.06%

国内リート見通し

マーケットの動き（2025年5月12日～5月16日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2024年4月30日～2025年5月16日）

情報提供資料
2025年5月19日

インフレ環境下、リートの成長意欲が高まっています。積極的な賃料引き上げやポート
フォリオの収益性を高める物件入れ替え、キャピタルアロケーション（資本配分）により
従前よりも高い成長率目標を掲げるようになりました。不動産市況の回復を背景に、賃料
上昇の加速も期待されます。これらの変化は海外投資家の買いなど、国内リート市場の需
給環境の改善につながるとみています。長期金利の上昇一服もあり、国内リート市場は底
堅く推移すると予想します。

国内各種資産利回り
2025年5月16日時点

0.11%

投資環境見通し（2025年5月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
5月16日

国内リート市場は、底堅く推移すると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で横ばいとなりました。
前週末に行われた米中関税協議での米中関税引き下げの合意を受け、国内株式市場が
上昇したことを好感し、国内リートも上昇しました。
セクター別では、オフィスセクター、商業・物流等セクターが上昇した一方、住宅セ
クターは下落しました。
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